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微細～中砂主体。所々に粘土をブロ
ック状に介在。
φ10～30mmの亜角礫を微量に点在。
含水量は低位。植物片混入。
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軟質な粘土を主体とし、上層は粗
砂、φ10mm程度の亜角礫混在。含水
量は高位で、軟質。下層は均質な粘
土主体。含水量は中位。上層より植
物片を多く混入。
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微細～細砂主体とし、所々に粘土を
ブロック状に介在。
含水量は中位。
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均質な粘土。含水量は中位。
局所的に褐色。
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細砂主体。粘土を多く混入し、ブロ
ック状に混在。
含水量は中位。
褐色の細砂を多く挟在。
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細砂を主体とし所々、中砂を介在。
含水量は中位。

GL-8.15～9.15m：褐色～黒色の細
砂・シルト層を多く介在。

GL-9.00m以深、中砂が増加。
φ2mm程度、最大φ10mmの亜円礫混
入。
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不均一な粘土を主体とし、全体に微
細砂を混入。
含水量は中位。粘性土は中位。
全体に褐色と灰色が縞状に細互層を
呈す。

GL-11.00m：均一な粘土を介在。下
部に従い微細砂が増加。
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全体に一様で固結した粘土。部分的
に黒褐色の有機物混入。含水量は低
位。粘性は低い。
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上層と類似し、やや硬質な粘土。
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一様なシルトで、微細砂を微量に含
む。
所々、シルトをブロック状に挟在。
含水量は低位。粘性は低い。
地層境界下部は細砂を多く含む。
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全体に一様な細～中砂主体。
含水量は中位。
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細砂主体を主体とし、粘土を混入。
層境界上部は粘土を多く含む。
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固結した粘土。
含水量は低位。粘性は低い。
下部はやや軟質。
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別紙９－２　ボーリング柱状図（No.1）


